(上) 

私が ヒロ ポン という 薬の 名 をき いたの は 六 七 年 前で、 

東京 新聞の Y 君が きかせて くれたの である。 そのと き 

は 二日酔いの 薬と いう Y 君 式の 伝授で、 社の 猛者 連中 

が 宿酔， "に 用いて 霊顕 あらた か、 という 効能が ついて 

いた。 けれども、 当時 は そろ/ \ 酒 も 姿 を ひそめて、 

めったに 宿酔 もで きない 世の中に なり かけて いたから、 

ヒロ ボンのお 世話になる 必要 もなかった。 

それから 一 二 年して、 仕事に ヒロ ポンを 用いて いる 

という 二人の 男に ぶっかった。 南 川 潤と 荒 正 人 だ。 南 



とき、 この ヒロ ポンを 飲んだ。 どうに も睡 くて 仕方が 

ないから で、 戦争 中 は 私 は 実にね むかった。 その ヒロ 

ボンの せいだ か、 私 は 妙に 怖くなかった。 頭上で 焼い 

弾が ガラ /\ や るの を 軒の 下から ながめて、 四方の 火 

がだんく 迫って くるの を 変な 孤独 感で 待ち かまえて 

いたので ある。 

ホ— プの 編集 記者の 新 美と いう 人が、 元来 心理学 を 

専攻した 人で、 戦争 中、 航空隊に 属して ヒロ ボンの 心 



めば 十 時間 は 必ず 眠れぬ。 その代り、 心臓が ドキ く 

し、 汗が でる、 手が ふるえる、 色々 と にぎやかな 副 産 

物が あって、 病的 だが、 仕事の ために は 確かによ いか 

ら、 自然、 濫用して しまう。 

(下) 

織 田作 之 助が ヒロ ポンを 濫用して いた。 彼 は 毎日 ヒ 

口 ボンの 注射 をして 仕事に か、 るの だが、 毎日と いう 

の は、 よろしくない。 

私 は 仕事の 日と、 遊ぶ 日 を 別にして おり、 仕事の 日 
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